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講師の藤森先生

　

6
月
23
日
、協
会
は
医
科
臨
床

研
究
会「
便
秘
症
に
お
け
る
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
～
ケ
ア
か
ら
キ
ュ

ア
、キ
ュ
ア
か
ら
ケ
ア
に
～
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
藤
森
正
彦
先
生（
呉
市

医
師
会
病
院
大
腸
肛
門
病
セ
ン

タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
、大
腸
・
肛
門
外

科
主
任
部
長
）は
、年
間
2
0
0
以

上
の
肛
門
疾
患
手
術
症
例
を
担
当

し
な
が
ら
、看
護
師
や
栄
養
士
な

ど
多
職
種
が
連
携
す
る
ケ
ア
チ
ー

ム「
Ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｐ（
プ
ー
プ
）」を
立
ち

上
げ
、排
便
に
関
す
る
市
民
向
け

講
座
や
小
学
校
へ
の
出
前
学
習
な

ど
に
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

便
秘
症
は
静
脈
血
栓
症
等
の
発

症
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
お
り
、排
便
頻
度
の
低
下

は
循
環
器
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。近
年
の
研
究
で
は
、慢
性
便

秘
症
の
有
無
が
生
命
予
後
に
有
意

差
を
も
た
ら
す
こ
と
も
明
ら
か
と

な
り
、高
齢
化
が
進
展
す
る
日
本

に
お
い
て
、加
齢
と
と
も
に
増
加

す
る
排
便
障
害
の
治
療
・
予
防
は

ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
に
な
る
と

講
師
は
語
り
ま
す
。

　

排
便
の
頻
度
は
年
齢
や
習
慣
に

よ
っ
て
1
日
3
回
か
ら
週
3
回

程
度
の
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。排

便
周
期
の
確
認
や
排
便
障
害
の
類

型
を
読
み
取
る
際
に
は
、排
泄
に

要
し
た
時
間
や
便
の
性
状
・
量
、食

事
・
服
薬
状
況
な
ど
を
記
録
す
る

「
排
便
日
誌
」の
作
成
が
有
効
で

す
。治
療
方
針
の
策
定
や
薬
物
療

法
の
評
価
を
補
助
す
る
ほ
か
、患

者
の
治
療
継
続
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
も
繋
が
る
と
い
い
ま
す
。

　

便
秘
の
維
持
療
法
に
は
生
活
習

慣
の
改
善
や
食
事
・
運
動
指
導
が

重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。便
の
か

さ
を
増
す
不
溶
性
食
物
繊
維
と
便

を
柔
ら
か
く
す
る
水
溶
性
食
物
繊

維
を
組
み
合
わ
せ
て
摂
取
す
る
こ

と
、排
便
を
促
す
大
蠕
動
運
動
を

活
発
化
さ
せ
る
た
め
一
定
の
時
間

に
食
事
を
と
る
こ
と
な
ど
の
指
導

例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
半
で
は
、直
腸
収
縮

力
低
下
な
ど
に
よ
り
排
便
が
充
分

に
行
え
な
い
機
能
性
便
排
出
障
害

へ
の
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
療

法
、直
腸
瘤
や
直
腸
脱
の
よ
う
な

臓
器
の
形
態
的
変
化
に
伴
っ
て
生

じ
る
器
質
性
便
排
出
障
害
に
対
す

る
腹
腔
鏡
手
術
の
症
例
解
説
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

日
々
の
排
便
か
ら
読
み
解
く

日
々
の
排
便
か
ら
読
み
解
く

便
秘
治
療
と
は

便
秘
治
療
と
は医科

臨
床
研
究
会
開
催
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が
、健
康
保
険
証
の
交
付
義
務
は

省
令
事
項
の
た
め
法
律
上
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

協
会
は
、「
被
保
険
者
証
に
係
る

規
定
を
削
除
」し
な
い
こ
と
を
求
め

る
意
見
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
や
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）で

意
見
募
集
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。全
国
で
5
万
人
を
超
え
る

意
見
提
出（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
提
出
数
）、

ま
た
Ｘ
に
は
保
険
証
廃
止
に
関
連

し
た
投
稿
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

健
康
保
険
証
の
存
続
を

求
め
パ
ブ
コ
メ
提
出

　

厚
労
省
は
5
月
24
日
、健
康
保

険
法
な
ど
の
省
令（
施
行
規
則
）か

ら
、健
康
保
険
証
の
交
付
義
務
規

定
を
削
除
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
）を
行
い
ま
し
た（
締
切
6
月
22

日
）。昨
年
6
月
2
日
に
健
康
保
険

法
等
の
改
正
が
成
立
し
、資
格
確

認
書
の
新
設
は
規
定
さ
れ
ま
し
た

　

3
月
26
日
、英
国
、イ
タ
リ
ア
と
共
同
開
発
す

る
次
期
戦
闘
機
に
つ
い
て
、第
三
国
へ
の
輸
出
を

解
禁
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
た
。あ
わ
せ
て

国
家
安
全
保
障
会
議（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）で
定
め
た
武
器

輸
出
に
関
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る「
防
衛
装
備
移

転
三
原
則
」の
運
用
指
針
も
改
定
し
た
。英
国
、

イ
タ
リ
ア
と
の
次
期
戦
闘
機
共
同
開
発
を
管
理

す
る
政
府
間
機
関「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ｏ（
ジ
ャ
イ
ゴ
）」が
、

開
発
管
理
だ
け
で
な
く
、第
三
国
輸
出
の
管
理

や
支
援
を
行
い
、2
0
3
5
年
ま
で
に
、対
地
攻

撃
能
力
を
持
つ
航
空
自
衛
隊
Ｆ
2
戦
闘
機
の
後

継
機
な
ど
の
開
発
を
目
指
す
。

　

日
本
の
武
器
輸
出
に
関
す
る
規
制
は
、

1
9
6
7
年
に
佐
藤
内
閣
が
、①
共
産
圏
、②
国

連
決
議
で
禁
じ
ら
れ
た
国
、③
国
際
紛
争
当
事
国

ま
た
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
国
へ
の
武
器
輸
出
を

禁
じ
る「
武
器
輸
出
三
原
則
」を
表
明
、76
年
に
三

木
内
閣
が「
憲
法
の
精
神
に
則
り
す
べ
て
の
国
へ

の
武
器
輸
出（
武
器
製
造
関
連
の
設
備
を
含
む
）

を
慎
む
」と
全
面
禁
輸
を
決
め
た
こ
と
に
よ
る
。

そ
の
後
、特
例
措
置
を
講
じ
な
が
ら
も
、抑
制
的

な
防
衛
政
策
の
柱
と
し
て
歴
代
政
権
に
引
き
継

が
れ
て
き
た
。し
か
し
2
0
1
4
年
、第
二
次
安

倍
内
閣
は
こ
れ
を
放
棄
し
、現
行
の「
防
衛
装
備

移
転
三
原
則
」を
策
定
。2
0
2
3
年
12
月
、岸
田

政
権
下
で「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」を
改
定
、ミ

サ
イ
ル
や
弾
薬
な
ど
殺
傷
能
力
の
あ
る
武
器
の

輸
出
解
禁
に
踏
み
切
っ
た
。政
府
は
開
発
品
目
や

輸
出
国
を
定
め
た
運
用
指
針
を
提
示
し
、武
器
輸

出
が
無
制
限
に
拡
が
る
こ
と
は
な
い
と
強
調
。し

か
し
、指
針
に
は
対
象
を
拡
大
す
る
余
地
が
残
さ

れ
て
お
り
、輸
出
国
が
将
来
に
渡
っ
て
戦
闘
を
開

始
し
な
い
と
い
う
保
証
も
な
く
、歯
止
め
策
と
し

て
の
実
効
性
は
乏
し
い
。さ
ら
に
、実
際
に
戦
闘

機
の
輸
出
を
判
断
す
る
際
に
は
閣
議
決
定
を
経

る
こ
と
で
安
全
性
を
担
保
す
る
と
い
う
が
、議
会

の
重
要
性
を
軽
視
し
た
政
府
・
与
党
内
で
の
密
室

協
議
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

5
月
10
日
に
は
、国
家
機
密
の
範
囲
を
経
済

分
野
に
も
広
げ
、情
報
を
漏
洩
し
た
場
合
に
罰
則

を
科
す「
重
要
経
済
安
保
情
報
保
護
法
」が
成
立

し
た
。防
衛
や
外
交
な
ど
に
限
定
し
て
い
た
特
定

秘
密
を
経
済
分
野
に
拡
大
す
る
と
し
た
も
の
の
、

そ
の
要
件
や
指
定
範
囲
は
曖
昧
な
ま
ま
。国
民
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
知
る
権
利
な
ど
が
制
限
さ
れ

る
危
険
性
を
孕
み
、経
済
情
報
の
国
家
統
制
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
法
律
に
、国
会
の
監
視
が
利
か

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。憲
法
が
謳
う
三
原
則
の
一

つ
、国
民
主
権（
議
会
制
民
主
主
義
）を
軽
ん
じ
る

政
権
が
、監
視
・
統
制
、武
器
輸
出
に
傾
倒
し
て
い

く
姿
に
80
年
前
を
想
起
す
る
。さ
ら
に
岸
田
首
相

は
、今
国
会
会
期
末
に
行
わ
れ
た
党
首
討
論
の
場

で
、強
引
に
成
立
さ
せ
た
政
治
資
金
規
正
法
に
つ

い
て
野
党
か
ら
強
く
指
摘
さ
れ
る
も
、討
議
を
脱

線
し
改
憲
論
の
熱
弁
に
終
始
し
た
。

　

広
島
市
は
、今
年
の
平
和
記
念
式
典
に
、パ
レ

ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
を
攻
撃
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル

を
招
く
一
方
で
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻

を
続
け
る
ロ
シ
ア
と
同
盟
国
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
の

招
待
を
見
送
る
と
し
た
。原
爆
に
よ
る
犠
牲
を

悼
み
、核
兵
器
廃
絶
と
世
界
平
和
を
願
う
式
典

に
、政
府
や
利
害
関
係
国
へ
の
忖
度
が
は
た
ら

く
余
地
は
な
く
、招
待
国
を
選
り
分
け
る
こ
と

な
く
世
界
の
国
々
の
代
表
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を

伝
え
、恒
久
平
和
と
核
兵
器
廃
絶
の
思
い
を
共

有
す
る
こ
と
が
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
の
役
割
で
あ

る
。ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
続
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
や
ロ

シ
ア
に
、非
人
道
的
な
行
為
が
も
た
ら
し
た
現

実
を
受
け
と
め
、一
刻
も
早
い
戦
闘
の
終
息
を
求

め
る
機
会
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

日
本
国
憲
法
前
文
は
、「
全
世
界
の
国
民
が
、

ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、平
和
の
内

に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
」し
、

「
わ
れ
ら
は
、い
づ
れ
の
国
家
も
、自
国
の
こ
と

の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら
な

い
」と
、排
除
の
原
理
を
明
確
に
廃
し
て
い
る
の

で
あ
る
。人
権
を
蹂
躙
す
る
国
際
紛
争
や
戦
争

を
助
長
、加
担
す
る
武
器
の
開
発
や
輸
出
は
、日

本
国
憲
法
の
平
和
主
義
に
反
す
る
。誠
実
な
外

交
を
安
全
保
障
政
策
の
柱
に
据
え
、国
際
的
に

信
頼
を
得
る
国
家
運
営
に
立
ち
返
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
。

主　張

基
本
的
人
権
の
尊
重
、平
和
主
義
、国
民
主
権

を
守
る
政
治
を
～
今
こ
そ
、日
本
国
憲
法
三
原

則
の
堅
持
を
求
め
よ
う
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反核医師の会第20回全国大会反核医師の会第20回全国大会
核兵器禁止条約成立まで核兵器禁止条約成立まで
の道程と現状を学ぶの道程と現状を学ぶ

　

6
月
9
日
、反
核
医
師
の
会
第

20
回
全
国
大
会
が
、リ
モ
ー
ト
を

併
用
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。核

兵
器
禁
止
条
約
第
2
回
締
約
会
議

へ
の
派
遣
、「
核
兵
器
製
造
企
業
に

融
資
す
る
な（
※
）」の
取
り
組
み
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求
め

る
外
務
省
要
請
な
ど
、2
0
2
3

年
の
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
そ
の
も
の
と
も
い

え
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
行
動
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
な
ど
で
核
戦
争
へ
の
危

機
が
強
ま
り
、「
世
界
は
前
例
に
な

い
危
険
な
状
態
に
あ
る
」と
も
い

え
ま
す
。わ
が
国
で
は
、集
団
的
自

衛
権
容
認
や
安
全
保
障
関
連
法
成

立
以
降
、台
湾
有
事
を
煽
っ
た
武

器
の
大
量
購
入
、南
西
諸
島
へ
の

配
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
軍
備
増
強
は
岸
田
政
権
に
引
き

継
が
れ
、軍
事
費
は
5
年
間
で
総

額
43
兆
円
と
増
額
さ
れ
、戦
闘
機

の
海
外
輸
出
解
禁
な
ど
、平
和
国

家
の
理
念
を
投
げ
捨
て
た
か
の
よ

う
な
政
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
ふ
ま
え
、核

被
害
を
多
角
的
に
捉
え
た
学
習
・

問
題
提
起
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。ま
た
、被
爆
地
で

核
兵
器
使
用
に
よ
る
放
射
線
被
害

な
ど
を
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
活
動
を
続
け
て
お
り
、既
に

あ
る
原
発
、Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ（
※
）プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
加
え
て
、若
手
医
師

の
平
和
活
動
と
後
継
者
育
成
を
目

的
に
し
た「
い
っ
ぽ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
し
て
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
第

2
回
締
約
国
会
合
の
成
果
と
課

題
」と
題
し
、山
田
寿
則
氏（
明
治

大
学
、公
益
財
団
法
人
政
治
経
済

研
究
所
）の
講
演
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。2
0
1
8
年
以
降
、現
役
核

弾
頭
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。米

露
の
新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ（
新
戦
略
兵

器
削
減
条
約
）の
先
行
き
が
不
安

定
な
な
か
、中
国
等
で
も
増
加
し

て
い
ま
す
。核
不
拡
散
条
約
は
合

意
に
至
ら
ず
、包
括
的
核
実
験
禁

止
条
約
も
発
効
さ
れ
な
い
状
況
下

で
途
上
国
ら
の
要
求
が
高
ま
り
、

核
兵
器
の
非
人
道
性
に
着
目
し
核

軍
縮
を
実
現
し
よ
う
と
核
兵
器
禁

止
条
約
が
成
立
し
ま
し
た
。核
兵

器
の
非
人
道
性
が
核
抑
止
力
の
実

効
性
の
裏
付
け
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。こ
れ
ら
に
説
得
力
を
持
つ
科

学
的
証
拠
を
求
め
る
意
見
も
あ

り
、Ｍ
Ｓ
Ｐ（
締
約
国
会
議
）内
外

で
批
准
国
の
拡
大
の
行
動
が
続
け

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

抑
止
力
の
有
効
性
や
そ
の
条
件
に

つ
い
て
の
お
話
は
、振
り
返
っ
て

日
本
政
府
の
姿
勢
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
も
の
で
し
た
。

片村　滋　　（内）　享年80歳　2023年4月30日ご逝去　広島市

山本　康博　（内）　享年60歳　2023年8月25日ご逝去　福山市

新甲　さなえ（内）　享年63歳　2023年9月9日ご逝去　広島市

住田　佳樹　（外）　享年71歳　2023年10月29日ご逝去　呉市

小林　雅巳　（胃）　享年86歳　2024年１月１日ご逝去　福山市

細木　宣男　（小）　享年75歳　2024年１月１日ご逝去　福山市

板崎　哲文　（外）　享年96歳　2024年3月5日ご逝去　福山市

山東　敬弘　（内）　享年65歳　2024年3月29日ご逝去　広島市

後藤　尹彦　（内）　享年95歳　2024年4月17日ご逝去　呉市

〔 医科 9名　歯科 0名　計 9名 〕

（前回報告分以降2024年6月15日迄）物 故 会 員

声　　明
金権腐敗政治と決別し、国民本位の政治への転換を

～命の砦、地域医療が維持できる医療政策を求める～

　帝国データバンクは「医療機関の『休廃業・解散』動向調査（2023年度）」で、2023年度の医療
機関の休廃業・解散が709件と、過去最多を更新したと公表した（4月17日）。診療所と歯科医院
で過去最多となるこの数は、10年前の2．3倍である。同調査は、背景に経営者の高齢化や後継
者不在の問題があり、今後もさらに増加すると予想している。しかし閉院増加の理由はそれ
だけではない。長期に渡る医療費抑制策により、2000年代以降は診療報酬のマイナス改定が
続いている。さらに、新型コロナ感染症や物価高騰、オンライン資格確認システム導入義務化
によって、経費負担は増加する一方である。もとより経営基盤がぜい弱な医療機関に対し、強
引な医療ＤＸ推進策では有無を言わさず責任を負わせ、診療とは関わりない部分での強制策
が続いた。これらは地域医療に注いできた熱意や意欲を削ぐものでしかなく、地域医療を支
える医療現場を軽んじる政策の連続が、このような事態を招いたというほかない。
　2024年度診療報酬改定は、全体でマイナス0．12％と、マイナスを6回と続ける改定となっ
た。職員の賃上げを目玉とアピールしたものの、その実態は、医療の人材確保の財源を患者・
国民の負担増に転嫁したものでしかなく、複雑且つ一時的な賃上げ対策に二の足を踏む医療
機関も多い。生活習慣病を中心とした管理料等の見直し、急性期入院料の施設基準の厳格化、
歯科の低診療報酬など、医業経営を引き上げる内容は見あたらない。一方で、マイナ保険証の
利用促進策には、湯水の如く公金が注がれる。一向にトラブルが解消されないなか、利用が低
迷する原因を医療現場に押し付け、利用促進に協力しない医療機関の「通報」まで呼びかけ、
内外から非難を浴びた。患者負担をみると、入院時食費基準額の引き上げ、先発医薬品と後発
医薬品の差額徴収制度の導入（2024年10月予定）、子ども・子育て支援金の医療保険上乗せ徴
収など、負担増計画が際限なく続いている。
　この間、岸田総裁率いる自民党では、政治資金パーティや政治活動費、官房機密費など、裏
金・税金のがれ、公金私物化という政治史上に類を見ない大規模な事件が発覚した。もはや法
治国家、民主主義国家であることも危うくする深刻な事態だと言わざるを得ない。そのよう
な政権が取りまとめた「安保3文書」のもとでは、防衛費の大幅増（ＧＤＰ比2％、総額43兆円／
5年）が図られ、殺傷兵器の輸出解禁が決定。個人のプライバシーや思想・信条の自由などを侵
す経済安保法、自民党改憲草案に掲げる「緊急事態条項」の先取りともいえる地方自治法「改
正」など、「戦争できる国づくり」への整備が進められている。主権者、納税者として、どこまで
許容するのかが問われる事態ともなっている。
　長引く医療費抑制策と円安、物価高騰のあおりを受け、医療、介護の現場はもとより、国民
生活は危機的状況にある。私たちの暮らしを、医療の現状と未来を、金権腐敗の放縦政治に委
ね続けてよいのか。保険医の経営、生活と権利を守り、国民医療の充実・向上を図るために、国
民本位の政治への転換を求める。そのために奮闘することを決意する。

以上

2024年6月16日
　広島県保険医協会第48回定期総会

会員訪問◯141会員訪問◯141会員訪問◯141会員訪問◯141
井上　昌三　先生井上　昌三　先生井上　昌三　先生井上　昌三　先生
井上クリニック
（広島市）

井上クリニック
（広島市）
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　2024年歯科診療報酬改定では、著しく歯科診療が困難な患者に対する加算である
歯科診療特別対応加算（特）が歯科診療特別対応加算1（特1・175点）に名称変更され、
歯科診療特別対応加算2（特2・250点）、歯科診療特別対応加算3（特3・500点）が新設さ
れました。初診時歯科診療導入加算（特導）は特2として再編されています。
　対象患者として、新たに医療的ケア児など「人工呼吸器を使用している状態また
は気管切開等を行っており歯科治療に際して管理が必要な状態」の患者、「強度行動
障害の状態であって、日常生活に支障を来すような症状・行動が頻繁に見られ、歯科
治療に協力が得られない状態」、「感染症に罹患しており、標準予防策に加えて、空気
感染対策、飛沫感染対策、接触感染対策など当該感染症の感染経路等の性質に応じ
て必要な感染対策を講じたうえで歯科診療を行う必要がある状態」の患者が追加さ
れました。算定にあたっては、診療環境に円滑に適応できる専門的技法を用いてい
るか、必要があり個室や陰圧室で診療を行っているか、患者が感染症に罹患してい
る場合はその感染症の種類など、条件に応じて特1・2・3のいずれか一つを算定しま
す。いずれも診療時間が1時間を超えた場合は以降30分ごとに100点を加算できま
す。歯科診療特別対応の算定にあたり、ご確認ください。

歯科・2024年診療報酬改定
～歯科診療特別対応加算の再編～

　動画視聴は、会員はじめ請求等に携わるスタッフの方にもご利用いただけます。
点数改定や指導関連のご質問にも対応しておりますので、どうぞご利用ください。
ご視聴は、広島県保険医協会ホームページ【歯科会員】専用ページよりご視聴できま
す。視聴期間は、8月31日までを予定しています。※会員専用ページのご利用には、既
にご案内しているＩＤ・パスワードが必要です。

（処置）
Q1 口腔内装置の「注」に規定する顎関節治療用装置、歯ぎしりに対する口腔内
装置（「1口腔内装置1」により製作した場合に限る）、口腔粘膜等の保護のため
の口腔内装置または外傷歯の保護のための口腔内装置について、同一初診期
間に当該装置の製作を行っていない場合または別の保険医療機関で製作して
いる場合についても算定できるか。

A1 算定できます。
　　※「Ｉ017-2 口腔内装置調整・修理」通知（8）

（歯冠修復及び欠損補綴）
Q2 歯科技工士連携加算1、歯科技工士連携加算2、光学印象歯科技工士連携加
算について、対面又は情報通信機器を用いて口腔内の確認等を行った歯科技
工士が補綴物の製作を行う必要があるか。

A2 口腔内の確認等を行った歯科技工士が補綴物の製作まで行うことが想定さ
れますが、別の歯科技工士が、口腔内の確認等を行った歯科技工士から補綴物
に係る情報について十分な共有を受け、口腔内の確認等を行った歯科技工士
と連携した上で当該補綴物を製作する場合は、当該別の歯科技工士が製作す
る場合においても当該加算を算定して差し支えありません。

　※「疑義解釈その1」問38（事務連絡2024年3月28日）

歯科点数等 Q＆A
（在宅医療）

Q1 往診料に看取り加算が新設されたが、どのような場合に算定できるのか。
A1 死亡日及び死亡日前14日以内の計15日間に退院時共同指導を行った上で、
死亡日に往診を行い、当該患者を患家で看取った場合に算定できます。なお、
事前に患者又は家族等に対して、療養上の不安等を解消するために十分な説
明と同意を行っている場合に限られます。

（精神科専門療法）
Q2 従前から特定疾患療養管理料を算定している患者については、同月に通院・
在宅精神療法は算定できないとあるが、生活習慣病管理料（Ⅰ）又は（Ⅱ）につ
いては、算定できるのか。

A2 通院・在宅精神療法と生活習慣病管理料（Ⅰ）は同月に算定できますが、生活
習慣病管理料（Ⅱ）との同月併算定は不可とされています。

医科点数等 Q＆A

　

2
0
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3
年
度
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医
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別

指
導（
個
別
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新
規
個
別
指
導
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新
規
個
別
）の
実
施
結
果
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つ
い

て
、中
国
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国
厚
生
局
か
ら
開
示
さ

れ
た
資
料
に
よ
り
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。

個
別
指
導

　

個
別
は
5
保
険
医
療
機
関（
病

院
2
、診
療
所
3
）を
対
象
に
実
施
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れ
ま
し
た
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導
後
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新
規
個
別
は
、43
保
険
医
療
機

関（
病
院
2
、診
療
所
41
）を
対
象
に

実
施
。指
導
後
の
措
置
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概
ね
妥

当
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経
過
措
置
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件（
う
ち

自
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返
還
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件
）、「
再
指
導
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件

（
う
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自
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返
還
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件
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し
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。ま

た
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士
帯
同
が
1
件
あ
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し
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新
規
個
別
と
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事
項
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指
摘
事
項
は
個
別
、新
規
個
別

と
も
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共
通
の
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多
く
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ら

れ
ま
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療
科
に
関
わ
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摘
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多
か
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事
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下
線
が
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ら
れ
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指
摘
事
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①
診
療
録
に
関
す
る
指
摘
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診
療
録
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険
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な
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師
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来
管
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特
定
疾
患
療
養
管
理
料
に
関
す

る
指
摘

◇
治
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Ⅰ
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摘
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た
、指
導
の
仕
組
み
や
指
摘
事
項
の

特
徴
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
重
要

で
す
。個
別
、新
規
個
別
の
通
知
が

届
い
た
ら
保
険
医
協
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

2
0
2
3
年
度
個
別
指
導
・
新
規

個
別
指
導
の
結
果
に
つ
い
て

医 科

2023年度　医科（病院・診療所）結果　【終了分】
個別指導 新規個別指導

実施保険医療機関数 5（病院2　診療所3） 43（病院2　診療所41）

指導後の措置・件数
（　）内の数字は自主
返還措置が出された
数

概ね妥当 0（0） 8（0）

経過観察 3（2） 25（13）

再指導 2（2） 10（9）

要監査 0（0） 0（0）

新点数対策Ｑ＆Ａ動画配信中！

労災診療等の手引
（2024年6月版）

開業医会員7月送付。
勤務医会員で入用の際は
ご連絡ください。



（5）2024年7月10日（第581号） （毎月１回発行）広 島 保 険 医 新 聞

第
12
回
保
団
連
原
発
問
題
学
習
会

脱
原
発
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
た
課
題
を
学
ぶ

す
気
候
変
動
を
防
ぎ
、持
続
可
能

な
地
球
社
会
の
実
現
に
向
け
た
諸

課
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
内
容
で
し
た
。

　

気
候
変
動
に
つ
い
て
、ユ
ニ
セ

フ
が
2
0
2
3
年
10
月
に
発
表
し

た
報
告
で
は
、2
0
1
6
年
か
ら

2
0
2
1
年
の
6
年
間
で
気
象
関

連
災
害
に
関
連
し
た
4
3
1
0
万
人

の
子
ど
も
の
国
内
避
難
が
あ
っ
た
と

し
、1
日
当
た
り
約
2
万
人
の
子
ど

も
が
避
難
し
た
こ
と
に
相
当
す
る
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。世
界
の
平
均
気

温
、二
酸
化
炭
素
濃
度
も
上
昇
し
続

け
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
）の
2
0
2
3
年
報

告
書
で
は
、「
全
て
の
人
々
に
と
っ
て

住
み
や
す
く
、持
続
可
能
な
将
来
を

確
保
す
る
た
め
の
機
会
の
窓
は
急
速

に
閉
じ
ら
れ
て
」お
り
、「
こ
の
10
年

間
の
選
択
や
行
動
は
、現
在
か
ら
数

千
年
先
に
ま
で
影
響
す
る
」と
警
告

し
て
い
ま
す
。

　

パ
リ
協
定
で
示
さ
れ
た
世
界
の

平
均
気
温
の
上
昇
を
1
・
5
℃
に

抑
え
る
努
力
を
す
る
と
い
う
目
標

に
つ
い
て
、日
本
は
2
0
3
0
年

ま
で
に
2
0
1
3
年
度
比
で
62
％

以
上
の
削
減
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、46
％
の
削
減
目
標
に
止

ま
り
不
十
分
で
す
。石
炭
火
力
に

つ
い
て
は
、脱
石
炭
の
方
針
を
唯
一

示
し
て
い
な
い
先
進
国
で
、エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
で
、石
炭
を
重
要

シ
ャ
ル
は
十
分
で
必
要
な
政
策
を

と
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

水
素
、ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
に
日
本
の

Ｇ
Ｘ
政
策
は
傾
い
て
お
り
、非
常
に

コ
ス
ト
が
高
く
、通
常
で
あ
れ
ば
市

場
で
進
ま
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
国
費
を
投
入
し
て
い
る
。ま

た
、正
し
い
情
報
を
入
手
し
、プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
や
誤
っ
た
情
報
に
も
惑

わ
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。24
時
間
フ

ル
稼
働
す
る
原
発
は
再
エ
ネ
と
の

親
和
性
が
な
く
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
を
抑
制
す
る
こ
と
に
も
な

る
。私
た
ち
は
、省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
へ

の
転
換
に
向
け
た
行
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、

2
0
2
3
0
年
の
電
源
構
成
で
は

19
％
ま
で
残
す
と
し
て
い
ま
す
。ま

た
、2
0
2
3
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ（
気
候

変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
）で
再

エ
ネ
を
現
状
よ
り
も
3
倍
に
す
る

こ
と
が
合
意
さ
れ
、日
本
も
同
意
し

て
い
ま
す
が
、こ
の
目
標
は
世
界
全

体
の
目
標
で
あ
っ
て
国
内
と
し
て

達
成
す
る
も
の
で
は
な
い
と
説
明

し
て
い
ま
す
。

　

桃
井
氏
は
、気
候
変
動
は
、人
間

が
絶
滅
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
と
い
う
意
識

が
重
要
で
、日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
・
気
候
変
動
政
策
は
非
常
に
不

十
分
で
危
機
意
識
に
欠
け
る
。省
エ

ネ
・
再
エ
ネ
は
、で
き
る
か
で
き
な

い
か
で
は
な
く
、や
る
し
か
な
い
。

原
発
や
石
炭
よ
り
も
コ
ス
ト
が
安

い
た
め
、経
済
市
場
に
委
ね
れ
ば
、

再
エ
ネ
に
向
か
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。日
本
も
ポ
テ
ン

　

4
月
14
日
、第
12
回
保
団
連
原

発
問
題
学
習
交
流
集
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。記
念
講
演
は
、「
原
発
に

頼
ら
ず
、気
候
危
機
を
回
避
す
る

た
め
に
、日
本
の
取
り
う
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
」と
題
し
、桃
井
貴
子
氏

（
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
事
務
所

長
）が
講
演
。人
類
の
生
存
を
脅
か

　

2
0
2
4（
令
和
6
）年
5
月
に

厚
生
労
働
省
委
託
事
業「
職
場
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
実
態
調

査
」の
2
0
2
3（
令
和
5
）年
度

（
2
0
2
3（
令
和
5
）年
12
月
～

2
0
2
4（
令
和
6
）年
1
月
調
査

実
施
）報
告
書
が
厚
生
労
働
省
Ｈ

Ｐ
で
公
表
さ
れ
ま
し
た
。前
回
、

2
0
2
0（
令
和
2
）年
度
実
施
か

ら
3
年
が
経
過
し
、ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
に
取
り
組
む
企
業
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る
労
働
者

の
状
況
も
変
化
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
実
施
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

報
告
書
の
概
要
は
、次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

•
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
発
生
状
況
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
職
場
の

特
徴

•
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
予
防
・
解
決

の
た
め
の
取
組
状
況
、そ
の
効
果

と
課
題

•
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
経
験

•
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
受
け

た
後
の
行
動
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

知
っ
た
後
の
勤
務
先
の
対
応

•
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
た
後
の
勤
務
先
の

対
応
等

　

報
告
書
の
中
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
予
防
・
解
決
の
た
め
の
取
組
を

進
め
た
こ
と
に
よ
る
予
防
・
解
決

以
外
の
副
次
的
効
果
と
し
て
、次

の
よ
う
な
効
果（
割
合
の
高
い
順
）

を
回
答
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

•
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
活
性
化
す
る
／
風
通
し
が
良
く

な
る

•
会
社
へ
の
信
頼
感
が
高
ま
る

•
管
理
職
の
意
識
の
変
化
に
よ
っ

て
職
場
環
境
が
変
わ
る

•
休
職
者
・
離
職
者
が
減
少
す
る

•
管
理
職
が
適
切
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

•
特
に
な
い

•
従
業
員
の
仕
事
へ
の
意
欲
が
高

ま
る

•
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
が
減

少
す
る

•
職
場
の
生
産
性
が
高
ま
る

　

事
業
者
に
と
っ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
は
今
や

必
須
で
す
。2
0
2
2（
令
和
4
）

年
4
月
1
日
よ
り
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
措
置
が
中
小
企
業
の

事
業
主
に
も
義
務
化
さ
れ
3
年
以

上
経
過
し
た
今
、あ
ら
た
め
て
、報

告
書
の
内
容
を
参
考
に
し
つ
つ
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
認
識
、対

策
の
見
直
し
等
に
取
り
組
ま
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

白
鷺
克
憲

脳
血
管
障
害
に
つ
い
て
の
項
目
は

同
意
書
に
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、

当
該
医
師
は
脳
血
管
障
害
に
つ
い

て
説
明
し
た
記
憶
が
な
か
っ
た
。

ま
た
、過
去
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ
は
他
の
医

師
が
施
行
し
て
お
り
、そ
の
同
意

書
や
カ
ル
テ
に
も
、心
臓
に
関
す

る
説
明
は
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、

脳
血
管
障
害
に
つ
い
て
は
説
明
の

記
載
が
な
か
っ
た
。

　

失
明
に
関
し
て
は
稀
な
合
併

症
で
あ
り
、脳
血
管
障
害
に
つ
い

て
の
項
目
が
同
意
書
に
あ
る
こ
と

か
ら
、特
に
説
明
す
る
義
務
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。本
来
な
ら
ば
、脳

血
管
障
害
に
つ
い
て
も
説
明
を
し

て
、そ
の
旨
カ
ル
テ
記
載
を
し
て

お
く
べ
き
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、

説
明
義
務
違
反
を
問
う
程
で
は
な

い
と
判
断
さ
れ
た
。

〈
結
果
〉

　

調
査
の
結
果
、医
療
過
誤
は
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
を
患
者
側
に
伝

え
た
と
こ
ろ
、ク
レ
ー
ム
が
途
絶

え
て
久
し
く
な
っ
た
た
め
、立
ち

消
え
解
決
と
み
な
さ
れ
た
。

※
京
都
保
険
医
新
聞
第
3
0
2
7

号（
2
0
1
8
年
6
月
10
日
）よ
り

（
70
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　

経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術（
Ｐ

Ｃ
Ｉ
）を
患
者
に
施
行
。造
影
上

の
良
好
な
拡
張
と
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ

（Intravascular U
ltrasound

）

確
認
後
に
手
術
を
終
了
し
た
。し

か
し
、患
者
は
翌
日
の
朝
に
左
眼

の
視
力
障
害
を
訴
え
た
。な
お
、患

者
は
術
直
後
よ
り
視
力
障
害
を
認

識
し
て
い
た
模
様
。Ｐ
Ｃ
Ｉ
施
行

時
に
抗
凝
固
剤（
ヘ
パ
リ
ン
Ｒ
）が

投
与
さ
れ
て
お
り
、脳
梗
塞
の
点

滴（
ノ
バ
ス
タ
ン
Ｒ
）が
投
与
さ
れ

て
い
た
経
緯
が
あ
っ
た
。患
者
は

眼
科
で
左
網
膜
動
脈
閉
塞
症
と
診

断
さ
れ
、左
眼
が
ほ
ぼ
失
明
状
態

と
な
っ
た
。な
お
、右
眼
に
関
し
て

視
力
は
正
常
と
の
こ
と
。

　

患
者
側
の
主
張
は
、①
手
術
同

意
書
に
サ
イ
ン
は
し
た
が
、口
頭

で
具
体
的
な
合
併
症
な
ど
の
説
明

を
受
け
て
い
な
い
②
失
明
し
た
こ

と
に
よ
る
賠
償
を
請
求
し
た
い
―

で
あ
っ
た
。

　

医
療
機
関
側
と
し
て
は
、診
断

お
よ
び
手
術
の
適
応
と
手
技
に
問

題
は
な
い
が
、説
明
は
同
意
書
の

み
で
、そ
れ
で
充
分
で
あ
っ
た
か

否
か
疑
問
と
の
こ
と
だ
っ
た
。失

明
に
つ
い
て
は
極
め
て
稀
な
合
併

症
な
の
で
説
明
し
な
か
っ
た
。な

お
、事
後
処
置
に
つ
い
て
は
問
題

な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約
10

カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　

診
断
・
適
応
・
手
技
・
事
後
処
置

に
問
題
は
認
め
ら
れ
な
い
。患
者

側
は
失
明
に
対
す
る
説
明
が
な

か
っ
た
と
の
訴
え
で
あ
っ
た
が
、Ｐ

Ｃ
Ｉ
を
5
回
施
行
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
同
意
書
は
得
て
い
た
。

「原発よりも命の海を」は、様々な視点から原発・環境問題を
みつめる連載です。寄稿集は、第7号まで発刊しています。ご
入用の方は協会までご連絡ください。
TEL082-262-5424　FAX082-262-5427

広島保険医新聞寄稿集
原発よりも命の海を

医
事
紛
争
事
例

医
事
紛
争
事
例

医
師
が
選
ん
だ

医
師
が
選
ん
だ

75

Ｐ
Ｃ
Ｉ
施
行
後
に
左
眼

Ｐ
Ｃ
Ｉ
施
行
後
に
左
眼

失
明
失
明

医事紛争事例集
医師が選んだ60事例

～明日は我が身
　京都府保険医協会・医療安全対策部会の経験豊富な担当理事（医師）が数ある
紛争事例の中から厳選した事例で構成。
　本書に掲載した紛争事例は、協会が実際に会員医療機関からの相談に対応し
たものであり、かつ、医療現場において特に注意すべき、あるいは典型的な事例
を厳選。

広島協会会員価格
2,000円（税込・送料別）お申込みは京都府保険医協会まで　ＴＥＬ　075－212－8877

医事紛争事例集－医師が選んだ60事例－

医療安全研修ＤＶＤ　ＰａｒｔⅢ
日常診療における「安心」と「安全」のために

　「医事紛争事例集－医師が選んだ60事例」（2019年9月発行）に掲載されている
60事例すべて網羅！医療法で定められている医療安全研修をより効率的に実施
可能！書店では手に入らないオリジナル！

広島協会会員価格　7,000円（税込・送料別）

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで
面接・雇用から
採用・退職まで◯196◯196

「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

実
態
調
査
」に
関
す
る
報
告
書

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご

質
問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の

ご
感
想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

ま
た
、白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す（
6

面
に
掲
載
）。詳
し
く
は
協
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

命の海を

原発よりも

163
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⑤
行
事
・
会
議
予
定

・
行
事
企
画
日
程
等
の
確
認
。

⑥
保
団
連
等
行
事
予
定

・
各
行
事
の
日
程
、出
席
者
等
を
確

認
。

⑦
そ
の
他

変
更
を
確
認
。

④
総
務
・
財
政

・
定
期
総
会
議
案
の
検
討
。声
明
案

を
討
議
、決
定
。記
念
講
演
に
関
す

る
確
認
。

・
備
品
購
入
の
決
定
。

・
2
0
2
4
年
診
療
報
酬
改
定
不

合
理
是
正
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
計
画
を
確
認
。

・「
保
険
証
廃
止
を
と
め
る
」取
り

組
み
に
つ
い
て
、厚
労
省
令
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
会
員
へ
の
呼

び
か
け
、ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
の
推
進

を
確
認
。オ
ン
資
義
務
不
存
在
訴

訟
傍
聴
を
決
定
。

・
今
年
度
の
健
康
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
内
容
を
討
議
、決
定
。

・
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
等
を

求
め
る
県
議
会
請
願
署
名
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
確
認
。

・
歯
科
活
動
報
告
と
今
後
の
行
事

計
画
に
つ
い
て
討
議
、決
定
。

②
広
報
文
化

・
広
島
保
険
医
新
聞
企
画
案
、主
張

テ
ー
マ
に
つ
い
て
討
議
、決
定
。

③
共
済

・
休
保
制
度
加
入
・
給
付
金
請
求
審

査
。今
期
普
及
結
果
の
確
認
。

・
衛
生
材
料
価
格
及
び
取
扱
品
の

　

2
0
2
4
年
6
月
11
日（
火
）、

第
24
期
第
14
回
理
事
会
を
開
催
し

た
。

【
主
な
協
会
会
議
、行
事
等
の
報
告
】

・
第
24
期
第
13
回
理
事
会
の
決
定

事
項
の
確
認
。

・
協
会
行
事
、諸
会
議
討
議
内
容
、

報
告
事
項
の
確
認
。

・
保
団
連
関
係
・
そ
の
他
行
事
へ
の

参
加
報
告
。

・
新
聞
発
行
、共
済
、組
織
現
勢
の

報
告
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
等
に
つ
い
て

　

今
の
政
府
は
新
自
由
主
義
政
治

の
下
、中
央
集
権
専
制
国
家
、戦
争

の
出
来
る
国
・
軍
拡
を
目
指
し
て
い

る
。公
立
病
院
、公
立
学
校
な
ど
の

社
会
的
共
通
資
本
の
統
廃
合
に
よ

る
周
辺
地
域
切
り
捨
て
・
地
域
偏
在

政
策
の
推
進
、地
方
分
権
法
改
正
に

よ
る
国
と
地
方
の
主
従
関
係
と
、重

要
経
済
安
保
情
報
保
護
政
策
に
よ

る
治
安
維
持
法
の
復
活
だ
。こ
れ
ら

の
推
進
に
は
国
民
の
監
視
と
利
益

第
一
の
経
済
政
策
が
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、あ
ら
ゆ
る
個
人
情
報
を
紐

づ
け
た
マ
イ
ナ
保
険
証
が
つ
く
ら

れ
た
カ
ラ
ク
リ
が
あ
る
。�

（
Ｈ
Ｋ
）

　

上
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律 

税
務 

労
務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日

時
に
つ
き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の

都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

必
ず
協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会

で
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

「
よ
ろ
ず
法
律 

　税
務 

労
務
」相
談

　ご
利
用
に
つ
い
て

「
よ
ろ
ず
法
律 

　税
務 

労
務
」相
談

　ご
利
用
に
つ
い
て

税理士
☆助言者　松野 和生 税理士（松野和生税理士事務所）
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編
集
後
記

フッ化物による齲蝕管理の最新理論と
病原性バイオフィルムの管理

1本の歯を守るための根管治療
〜ここで差が出る根管治療〜

講師：花田　信弘　先生
　　 鶴見大学名誉教授
日時：7月28日（日）10：00～12：00
　　 ※要事前申込（締切7月22日（月））
ZOOMアプリ（無料）を使用したオンラインセミ
ナーです。
会員の先生方には、案内を郵送しています。参加ご希
望の方は、ＵＲＬ又はＱＲコードよりお申込みくだ
さい。

講師：月星　太介　先生
　　 月星歯科クリニック勤務（愛知県）
日時：8月18日（日）10：00～11：30
　　 ※要事前申込（締切8月14日（水））
ZOOMアプリ（無料）を使用したオンラインセミ
ナーです。
詳細は後日、郵送でご案内します。

歯援診・口管強の施設基準に関する
オンラインセミナー歯科オンラインセミナー

第48回定期総会記念講演会（市民公開）
「地域主権と公共の再生をめざして

～杉並区政の取り組み～」
講師：岸本 聡子 氏

◆どなたでもご参加いただけます◆参加費無料◆
※講師はリモートで講演します。
※ご自宅などからリモートで参加される場合は、事前に
ネットからお申込みください。
講演会のご案内やチラシのダウンロードは、広島県保険
医協会ホームページから。
https://www.hiroshima-hokeni.net/gyouji/

東京都杉並区長

2024年7月21日（日）13：00～14：00

ＣＫＤの管理
〜進展させないために〜

講師：正木　崇生　先生
　　 広島大学病院腎臓内科教授
日時：8月17日（土）15：00～16：30
場所： 広島グランドインテリジェントホテル2F

「芙蓉」
オンライン（ZOOM）でもご参加いただけるハイ
ブリッドセミナーです。
詳細は後日、郵送でご案内します。

医科臨床研究会

「知っトクパンフ」のご案内
医療・介護・税金の
負担軽減策

　社会保障の負担増が続く中
で困っている患者さんに喜ば
れるパンフレットです。待合
室に置いていただくなどご活
用ください。
※ご注文は広島県保険医協会
まで


